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生体内／生体外
ゲノム編集技術の評価

ヒトiPS細胞のゲノム編集で未来を切り拓く
細胞移植治療疾患モデル

ヒトiPS細胞の
ゲノム編集

ゲノム編集iPS細胞による
疾患モデル

iPS細胞のゲノム編集を治療につなげる

基礎と応⽤の橋渡し研究に興味のある
学⽣さんをお待ちしています

ゲノム編集結果を１細胞で解析
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CRISPR-Cas9によるゲノム編集の
結果を個々の細胞で明らかにする


